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特定の外界刺激に応じて、細胞内では特定のシグナル伝達反応が起こり、細胞

の分化、形態変化、分裂、死などの現象が有機される。こうした細胞内の情報

伝達に関わる分子群とそれらの相互作用に関する知見は我々の頭では記憶でき

ないほど蓄積している。しかし、これらの知見からは”生体システムに潜む原

理”を理解することは難しい。これはちょうどコンピュータ回路を手にし,そ

れに従ってコンピュータを作ることが出来ても、コンピュータが何故作動する

のかを理解できないのと同じである。"生体システムに潜む原理"を理解するた

めには生体情報がどのように動き回っているのかを"見る”技術と生体分子を

"操作"する技術が必要である。本シンポジウムでは蛍光タンパク質の円順列変

異体や共鳴エネルギー移動を利用した機能指示薬の開発とそれらを用いた生細

胞のリアルタイム機能イメージング、さらには蛍光タンパク質の光増感活性を

利用した生理機能阻害や化学発光を効率よくイメージングする技術の開発など

についても概説し、生命現象のより包括的・根源的な理解に迫るための今後の

展望を述べたい。
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